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一　般　演　題

1．活性型レニン濃度RIAキットの使用経験
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　レニンIRMAパスッールキットの検討を行った．

　1．本キヅトの基礎的検討の結果，精度，再現性，希

釈性，添加回収率等はいずれも良好なる成績であった．

　2．活性型レニン濃度（ARC）と血漿レニン濃度

（PRA）との相関はγ＝0．954（P＜0．Ol）で優れた相関性を

示した．

　3，慢性肝炎，肝硬変症，肝細胞癌と病期が進むに伴

ないARCは上昇する傾向が伺えた．

　以上，本キットは活性型レニン濃度の測定が簡便にで

き，臨床面に活用でき得るキットであると考える．

2．「シリンジ・シールド」のガンマ線防護効果の検討
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　目的：RI薬品製造メーカーから提供されているシリ

ンジシールド（3社5種）のガンマ線防護効果について，

塩化タリウムおよびクエン酸ガリウムを用いて検討した．

　方法：TLDにより長軸ならびに短軸の照射線量を計

測し防護率を求め，さらにX線フィルムにより濃度分

布を評価した．またサーベイメータによりシリンジ前方

および後方の線量当量率を測定した．

　結果：シリンジ短軸方向の防護率は，201T1で95％

67Gaで73％以上の値が得られた．シリンジ長軸方向に

ついて，ニードル側では先端部にシールドを有するタイ

プが，またプランジャー側ではシールド付きプランジャ

ーを有するタイプが高い防護効果を示し，201Tl，67Ga

においても被爆低減に有用であると思われた．

3’150－H20注射液合成注入装置の開発と性能評価
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　被曝の低減，安定したボーラス注入を目的とした150－

H20合成注入装置を開発し，性能評価を行った．ター

ゲット内直接合成法，注射液合成注入装置の一体化，高

放射能部位の局所的遮蔽，リモコン装置の採用によって

1回の合成，注入操作における術者の被曝は2μSv以

下であり被曝低減ができた．合成注入操作は容易で確実

なボタン操作のみとし，反復検査を行うため，注入後は

初期状態に復帰するようにした．150－H20注射液は注入

時に生食水でフラッシングを行うため安定した再現性の

あるボーラス注入が可能であった．

4．単検出器回転型SPECT装置（Starcam　3000XRIT）

　　の性能評価一頭部SPECTを中心に一
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　単検出器回転型SPECT装置で，何処まで高画質化が

可能かファントム実験，および臨床例も交えて検討した．

1画素の大きさを可能な限り小さくし，高分解能コリメ

ー タを使用することにより，高画質化をはかった．結果，

1231－IMPにおいて中心部で10mm，表面で8mmの分

解能が得られ，臨床例にて視床，レンズ核の左右の分離，

および前頭葉内側の左右の分離が可能な分解能が得られ

た．99mTc－HM－PAOでは中心部で8mmとなり，視床，

レンズ核の分離が可能となり，脳溝の描出も良好であっ

た．以上，臨床においても条件を十分整えることにより，

高分解能な画像が得られると思われた．
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